
- 21 - 

 

                     

令和６年度事業計画書 

                                
≪基本方針≫                                  

 公益制度改革により、一般社団法人として新たにスタートしてから１１年が経過し

たが、これからも、よき経営者をめざすものの団体として、会員の積極的な自己啓発

を支援し、納税意識の向上と企業経営および地域社会の健全な発展に貢献するととも

に、納税者団体として地域に支持される法人会をめざすことに変わりはない。また、

事業活動を更に充実したものとするためには、会員減少に強い危機感を持ち、更なる

会活動の活発化、組織の拡充、財政基盤の充実強化に取組む。 

 

≪主な事業≫ 

１．税知識の普及を目的とする事業 

（１）決算期別説明会 

 管内の法人に対し、税制の改正事項など適切な決算及び法人税等の申告書が作成さ

れることを目的として開催する。昨年５月に新型コロナウイルス感染症法上の位置

づけが５類に変更されたが、感染者の増加を抑制するため、引き続き感染予防対策

を徹底した上で、真岡税務署と共催の決算期別説明会は、４月から通常通り順次開

催する。また、一般企業の内部統制の強化や経理水準の向上は、会員企業のみなら

ず、企業の成長や税務リスク軽減のために重要と考えられることから、企業のコン

プライアンスの取組みとして「自主点検チェックシート」の活用向上に向けて積極

的に取組む。 

（２）新設法人説明会 

管内の新設法人に対し、事業の開始に際して税務上の留意点等について理解を得る  

ことを目的として開催する。（１０月予定） 

（３）税務研修会 

 管内の法人を対象に、税制改正事項等を中心に税務・税制の知識を得てもらうこと

を目的に開催する。（消費税インボイス制度について） 

（４）e－Tax の普及推進 

 消費税インボイス制度が昨年の１０月１日から開始されスムーズに行われる様添 

 付書面も含めた e－Tax の円滑な普及及び利用拡大を図る。 

 

２．納税意識の高揚を目的とする事業 

（１）租税教室 

 管内の小学校６年生を対象に、青年部会・女性部会の役員等が講師となり、租税教

育用ビデオ等を教材として税の意義・役割を知ってもらうことを目的に年７～８校

程度開催する。 

（２）第１３回「税に関する絵はがきコンクール」 
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 前年までは、「租税教室」を受講した小学校６年生を対象に、税の使いみちについて

「絵はがきコンクール」を実施し、優秀作品を表彰したが、（前年度は、８校依頼し内

７校１０６名参加）、今年度は教育委員会に協力を依頼し参加校を１市４町全校にする

予定。（２８校≒１，１５０名に応募用紙を配布し３００名～５００名の参加を目指す。）          

 

（３）税に関する標語募集 

益子町立４小学校の６年生を対象に、税についての理解と意識啓発の機会を提供す

るため税に関する標語を募集し、「税を考える週間」に合わせて表彰する。  

（４）「税金クイズ」 

イベント会場（真岡市産業祭・１１月）において親子が参加できる「税金クイズ」

を実施し、税に対する啓蒙活動を行う。（開催される場合） 

（５）新成人に対する税の啓蒙活動 

毎年１月の成人式において、新成人に対して税の啓発小冊子等を配布し税意識の高揚 

に努める。（１市４町） 

（６）広報紙発行とホームページによる税情報の発信 

 会報誌、ホームページ上で税に関する情報及び各種研修会・講演会・セミナー等の  

開催予定の情報を発信する。 

３．税制及び税務に関する調査研究並びに提言に関する事業  

（１）税制改正の提言に関するアンケート調査 

税制委員、役員を中心に景況や税制改正に関するアンケート調査の実施。  

（２）税制改正提言全国大会への参加「第４０回鹿児島大会・１０月３日（木）」 

 全国大会に参加し、中小企業の租税負担の軽減と合理化・簡素化及び適正公平な税  

制・税務に関する提言を採択する。 

（３）税制改正に関する提言及び提言書の関係機関への提出 

税制改正に関するアンケート調査により取りまとめた提言書を関係機関へ提出する。 

（４）全国青年の集いへの参加「第３８回福井大会・１１月８日（金）」 

 法人会青年部会は、会員企業の経営者及び法人会役員の後継者の育成の場であると

ともに、会活動推進の担い手としての役割が期待されている。毎年１回青年部会員

が集まり地域社会に対する活動や租税教育を中心テーマに情報交換や研鑽の場とし

て全国青年の集いを開催している。  

（５）全国女性フォーラムへの参加「第１８回広島大会・４月１８日（木）」 

 法人会における女性部会の役割は、年々大きな期待が寄せられており、女性部会で

は部会員の資質向上と情報共有による法人会活動のさらなる充実、活性化を目的に

毎年全国女性フォーラムを開催している。（女性部５名参加４月１８日～２０日）                                       

４．地域企業の健全な発展に資する事業 

（１）経済・経営セミナー 

１１月の「税を考える週間」協賛事業・実務者講演会や２月の新春研修会など、経営                 

等をテーマに企業経営者及び専門家を講師に迎え、公開講演会として開催し、管内

企業及び地域住民にも参加を呼び掛ける。 
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（２）インターネットセミナー 

 各種セミナーや研修会に参加出来ない企業も、当会のホームページを通して何時で

も何処でも受講できることを目的に推進する。（開催曜日や時間帯を検討する。） 

（３）市政懇談会（真岡支部・毎年 3 月に開催） 

企業（市民）と行政が市政運営に関して建設的な意見・要望等の交換を行い、協働に  

よるまちづくりを推進することを目的に開催する。 

５．地域社会への貢献を目的とする事業 

（１）タオル協賛運動 

社会貢献活動事業として、「タオル協賛運動」を実施し、市や町の社会福祉協議会を

通じて各福祉施設等に配布する。（真岡支部・益子支部・芳賀支部）  

（２）地域イベントへの協賛 

 地域振興と合わせ地域住民との交流を図ることを目的に、夏祭りや花火大会、産業  

祭、陶器市等の事業に協賛し、地域社会との共生に寄与する。 

６．会員交流に資するための事業 

（１）会員懇談会 

通常総会及び各種研修会終了後に、会員交流、相互の情報交換の場として懇親会を

通して各種事業への参加協力要請と会運営の円滑化を図ることを目的に開催する。  

（２）視察研修会・会員交流会 

優良企業や先進地視察等の見学会により見識を深め、合わせて会員相互の親睦と交

流を兼ねる。 

（３）会員親睦ゴルフ大会 

 会員相互の交流と親睦を図る事業として、ゴルフ大会を幹事持ち回りとして開催す

る。（今年度は真岡支部が担当。） 

（４）立春交流会 

法人会益子支部が主管となり、会員並びに商工会、関係機関に参加を呼びかけ会員

の交流事業として開催する。 

（５）優良経理担当者の表彰（真岡支部） 

永年、経理や会計業務に従事し、功労顕著と認められる経理担当者に対して通常総会  

の席上、表彰する。 

７．会員の福利厚生等に資する事業 

（１）会員企業の福利厚生に資するため、また、法人会の財政基盤の向上を図るため、

福利厚生制度収入確保のための活動に積極的に取組む。また、福利厚生制度受託会

社と連携し、各種制度の一層の普及、推進を図る。 

（２）本年度においても、会員増強と福利厚生制度は法人会のいわば車の両輪である

ため、「組織・総務委員会合同による会員増強施策」や昨年度策定された「法人会福

利厚生制度加入企業拡大キャンペーン《Challenge100》」の積極的な展開を図り、各

種事業や各社独自の施策に対し協力し、福利厚生制度の充実と拡大を目指す。 

８．その他、この法人の目的を達成するために必要な事業  

（１）会員増強運動の推進 
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 法人会活動の根源である組織充実を図るため、総務・組織委員会並びに役員一丸と 

なって増強運動を行う。 

（２）青年部会・女性部会の運営 

法人会の主要事業である税の啓発を中心とする租税教育事業や地域ボランティア事  

業、地域社会貢献活動を主体的に推進し、法人会の更なる活性化と部会員相互の交流  

を兼ねた事業を実施する。 

（３）支部事業の充実及び役員会・総会の開催 

 支部の組織強化のため各種研修会の開催をはじめ、会員相互の情報交換と意思疎通  

を図るため、役員会、総会を開催して支部組織の一層の充実に努める。    

 

 

  


